
明
治
三
十
年
代
。
正

岡
子
規
の
俳
句
革
新
運

動
に
共
鳴
し
て
全
国
で

新
派（
子
規
派
）の
俳
句

会
が
結
成
さ
れ
る
。
下

伊
那
で
も
松
聲
会
（
明

治
３１
年
結
成
）、半
夜
会

（
３２
年
）
が
結
成
さ
れ

た
こ
と
が
小
林
郊
人
の

『
伊
那
の
俳
人
』
に
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以

外
に
も
当
時
の
雑
誌

『
伊
那
青
年
』
の
記
事

な
ど
か
ら
竜
丘
に
暮
雲

会
、
山
本
に
若
菜
会
と

い
う
新
派
俳
句
会
の
存

在
が
わ
か
っ
て
き
た
。

そ
の
中
で
、
木
下
釣
月

が
作
っ
た「
暮
雲
会
」に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

暮
雲
会
に
つ
い
て

は
、
高
浜
虚
子
が
東
京

で
発
刊
し
た
『
ほ
と
と

ぎ
す
』
３
巻
３
号
（
３２

年
）
の「
地
方
俳
句
界
」

と
い
う
新
派
結
社
紹
介

欄
に
投
稿
記
事
が
あ
っ

た
。
記
事
は
、

「
暮
雲
會
（
信
濃
龍
丘

村
）
／
年
少
の
同
志
本

會
を
起
し
八
月
十
三
日

に
其
第
一
回
を
開
く

（
下
伊
那
郡
龍
丘
村
木

下
齊
）」と
あ
る
。
木
下

齊
は
釣
月
の
本
名
、
釣

月
の
投
稿
で
あ
る
。
こ

れ
に
続
き
碧
洲
、愚
生
、

釣
月
の
俳
句
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
碧

洲
、
愚
生
が
誰
か
は
わ

か
ら
な
い
。
記
事
に

「
年
少
の
同
志
」
と
あ

る
の
で
釣
月
と
同
年
の

二
十
歳
前
後
の
青
年
と

想
像
で
き
る
。

筆
者
は
先
に
当
コ
ラ

ム
７３
で
南
信
州
地
域
資

料
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ

れ
て
い
る
釣
月
の
俳
句

稿
『
月
光
風
聲
』
に

「
代
田
木
下
両
氏
へ
送

る
」
と
い
う
俳
句
会
へ

の
入
会
を
勧
め
る
手
紙

の
下
書
き
が
あ
る
こ
と

を
書
い
た
。
こ
の
代

田
、
木
下
が
碧
洲
、
愚

生
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
が
、
残
念
な
が
ら
こ

の
代
田
、
木
下
も
誰
な

の
か
は
現
在
の
と
こ
ろ

分
か
っ
て
い
な
い
。

暮
雲
会
に
つ
い
て
、

現
在
わ
か
っ
て
い
る
こ

と
は
以
上
の
こ
と
ぐ
ら

い
で
あ
る
が
、
釣
月
の

『
月
光
風
聲
』
を
読
み

進
め
て
い
く
と
、
暮
雲

会
と
書
か
れ
た
ペ
ー
ジ

を
四
ペ
ー
ジ
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
ペ
ー

ジ
に
は
こ
れ
を
記
述
し

た
月
日
と
と
も
に
釣
月

の
俳
句
が
並
ん
で
い

る
。
釣
月
の
暮
雲
会
句

会
発
表
句
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
よ
り
暮
雲
会
の

開
催
日
や
句
会
の
題
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。

順
に
紹
介
す
る
。

「
暮
雲
會
一
回
席
上

／
九
月
二
十
二
日
／
十

月
六
日
記
す
」
に
続
き

「
木
犀
の
香
や
闇
の
町

は
づ
れ
／
稲
妻
や
渡
り

か
け
た
る
丸
木
橋
」
等

五
句
。

二
つ
目
が
、「
暮
雲
會

石
十
句
集
／
十
月
十
二

日
夜
」
で
俳
句
は
「
穂

芒
や
首
の
取
れ
た
る
石

仏
」
等
、
石
の
字
が
入

っ
た
俳
句
六
句
。

三
つ
目
が
「
暮
雲
會

石
十
句
」
で
十
一
月
七

日
の
月
日
が
あ
り
俳
句

は
十
句
。
ま
た
句
題
が

石
な
の
で
、
前
会
が
開

催
で
き
ず
、
同
じ
題
で

行
っ
た
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。「
小
石
投
げ
て
喧

嘩
と
な
り
し
相
撲
哉
」

と
い
う
愉
快
な
句
が
あ

っ
た
。

そ
し
て
四
つ
目
が

「
暮
雲
會
十
句
集
課
題

／
茶
の
花
／
十
二
月
八

日
夜
作
」
と
あ
り
「
茶

の
花
の
匂
ひ
や
棕
梠
に

風
も
な
し
／
茶
の
花
や

垣
を
め
ぐ
ら
す
観
測

所
」等
、茶
の
花
で
作
っ

た
句
が
十
句
。
観
測
所

は
釣
月
が
務
め
て
い
た

飯
田
観
測
所
だ
ろ
う
。

『
月
光
風
聲
』
に
は

こ
れ
以
降
の
記
録
が
残

っ
て
い
な
い
の
で
、
そ

の
後
ど
う
会
が
運
営
さ

れ
て
い
っ
た
の
か
わ
か

ら
な
い
し
、
碧
洲
愚
生

ら
他
の
メ
ン
バ
ー
が
ど

ん
な
句
を
作
っ
た
の
か

も
不
明
で
あ
る
。
た

だ
、
毎
月
句
会
を
開
こ

う
と
し
て
い
た
こ
と
や

十
句
集
と
い
う
子
規
の

考
え
を
反
映
し
た
句
会

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

は
わ
か
る
。
こ
こ
に

も
、
釣
月
の
俳
句
に
掛

け
る
真
摯
な
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
た
だ

暮
雲
会
は
年
少
の
同
志

た
ち
の
会
。
釣
月
は
こ

の
時
、
１９
才
。
地
元
の

若
者
と
俳
句
作
り
を
楽

し
ん
で
い
た
姿
も
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
た
。
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